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術研究体制のーっとして， COE (セシター オプ エクセレγス)による研究拠点化構想がある。本研究所

























































































































に近接するrandomamplified polymorphic DNA 
(RAPD)マーカーおよびRAPDを改良した




































































































































































































































































































































































































































































































































































齢期間は， 25t:， 14L: lOD条件下で， 7.7， 33.0， 
7.6， 7.1日度であった。さらに，有効積算温量は





































































で検出された。一方， TUNEL (TdT-mediated 













































































































































































































13残基中少なくとも 8残基が保存され， Asp-470 
が活性中心残基であることが示唆された。 α-1，
4-グルコシル結合に強い活性を示す本酵素， α-1， 
2-，α-1， 3-， α-1， 4-， α-1， 6ー 結合に活性を
示すAstergil/usnigerαー グルコシダーゼ， α-1， 




















































































































された。 RNA-2 (4609塩基)には， 6個の
open reading frameが存在L，5'末端から順に，
1'22外被タ γパク質， 54Kタγパク質(外被タ γ
パク質を含むP75リードスルータ γパク質として




























































bidium chlolotic mosaic virusと命名した。







































































A. ORSV， B. CyMV， 



















































































































































































































































































































































































































































































































当施設ではNorthAmerican Barley Genome 
Maping Project (NA医;MP)との連携のもとに4:is・二・・・・_....._-..・・・ーノー キ
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シ， コムギなどの発芽種子では， PN-5'由 s-glcに
加えてPN-4'-s -glc様物質の生成が見出される。
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Er玲加h阿omot句0，τT‘ . 1995. Data base of weed 田edof ]apan. Abstracts of 15th Asian-Pacific Weed Science 













西 克久.1994. タイヌピエの病害と虫害の比較 (1993ー 低温年の例).雑草研究 39 (別5) : 56-57. 
西克久・津雅行. 1994. 2 3夜の月と豊凶年(7)2 3夜の月からみた1993年と天明・天保の冷害.日本農
業気象学会1994年度全国大会，日本環境調節学会第32回集会合同大会講演要旨:4-5. 
西 克久.1995. 2 3夜の月と豊凶年(8)地球の章動と冷害について.日本農業気象学会1995年度全国大会，
日本環境調節学会第33回合同大会講演要旨:26-27. 


















宮下晃一・米谷俊彦・柏木良明.1994.植物群落の表面温度の測定.中国・四国の農業気象 7: 56-57. 












Watanabe，O.，T.Enomoto， K.Nishi. 1995. Seed germination studies on the Poa annua and ]apanese 
endemic species Poa crassinervis. Abstracts of 15th Asian-Pacific W田 d Science S∞iety 
Conference : 101. The organizing committee ofthe Asian-Pacific Weed Science Society. 
大麦系統保存施設
福村武一・中崎鉄也・武田 真・谷坂隆俊.1994.置換型ライコムギ系統聞の交線後代における4R， 4D， 7R 
および7D染色体に関する染色体構成と種子稔性および粒形質との関係.育雑44(別2) : 301. 
石井 誠・佐藤和広・武田和義.1995.オオムギのDH系統群を用いた稗長，穂長および出穂期のQTL解析.
育雑45(別2) : 183. 
岩佐友彦・高橋秀和・武田和義.1994.オオムギの耐湿性に関する研究明.各種湛水処理が耐湿性の異なるオ
オムギ品種の形質表現に及ぼす彫響.育維44(別2) : 145. 
金谷良市・呉 基日・武田和義.1鈎4.二条オオムギにおける裂皮粒歩合の品種変異とその家系分布.育雑44
(別1) : 281. 
加藤淳太郎・前川雅彦・武田和義.1995.野生及び栽場オオムギにおけるアルコール脱水素アイソザイム変異
の地理的局在性.育雑45(別1) : 236. 
加藤恒雄・武田和義.1994.粒大の異なるイネRecombinantinbreds群における収量シγク容量関連形質問の




(gr錨 s-section)における未熟匪由来カルスからの再分可能の変異.育雑45(別1) : 136. 
Ma， Y.， Zhao， L. and Takeda， K. 1995. The application of path c僧 fficientand multi-objective 
decision on the selection of crop varieties. Pr∞. China-]apan .Joint Symp. : 100-1侃.
Ma， Y.， Sun， ].， Zhao， C.， Chen， H.， Inanaga， S. and Takeda， K. 1995. The influencing factors for 
upland rice in salinized and easly waterlog酔dlow land. A ca担 studyin Nanpi county Hebei 
province. Proc. China-]apan ]oint Symp. : 118-121. 
間野吉郎・中住晴彦・武田和義.1994.オオムギの耐塩性に関する研究IU.各種主働遺伝子が発芽時の耐塩性
に及ぼす影響.育雑44(別1) : 165. 
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間野吉郎・土田泰輔・武田和義.1994.オオムギのRI系統を用いた未熟匹培養における不定芽再分可能の遺
伝分析.育雑44(別2) : 89. 
間野吉郎・高橋秀和・武田和義.1995.オオムギの耐塩性に関する研究N.中国の塩類土壌で選値されたオオ
ムギとコムギ系統の各種ストレス耐性ならびに農業形質.育雑45(別1) : 197. 
間野吉郎・高橋秀和・佐藤和広・武田和義.1995.オオムギのカルス生長量ならびに不定芽再分可能に関連す
る遺伝子のマッピγグ.育雑45(別2) : 69. 
大久保和男・岩佐友彦・武田和義.1994.オオムギの耐湿性に関する研究v.湛水圃場ならびに一般画場にお
けるオオムギ雑種集団の形質表現.育雑44(別1) : 166. 
大~保和男・武田和義. 1的4.オオムギの耐湿性に関する研究(N).圃場における耐湿性のダイアレル分析.
育錐44(別1).: 167. 




(別1) : 164. 
佐藤和広・武田和義.1994.大麦網斑病抵抗性に関する研究9. トップ交配による遺伝分析.育雑44(別2): 
147. 
佐藤和広・武田和義.1995.大麦網斑病に関する研究10.抵抗性の選弦効果.育雑45('s'J 1) : 198. 
佐藤和広・武田和義.1995.大麦網斑病抵抗性に関する研究11.OH系統群を用いた抵抗性遺伝子のマッピγ
グ.育雑45(別2) : 103. 
菅 洋・高橋秀幸・武田和義.1995. コムギにおける葉展開速度:その遺伝力とニ，三の考察.日作紀64(別
2) : 13-14. 
Sun. ].. Zhao. L.. Liu. M. and Takeda. K. 1拘5.A summary of upland rice varieties introduction. 
Pr，∞. China-]apan ]oint Symp. :後ト99.
高橋秀和・間野吉郎・佐藤和広・武田和義.1995.オオムギの探播耐性に関連する遺伝子のマッピγグ.育雑
45 (別2) : 104. 
武田和義・呉 基日・部田英雄.1994. オオムギとコムギに対する赤かび病菌株の病原性.続報.育雑44(別
1) : 169. 
Ta)teda. K. 1伺5.Varietal variation and inheritance of s叫 dormancyin barley. Proc. 7出 ltnl.Symp. 
Pre-harvest sprouting in回 reals.
Ta)teda. K.. Zhao. L.. Zhong. ].. Liu. U. and Mano. Y. 1叩5.Selection tests of凶rleyand wheat 
varieties in the Heilonggang 四sionof China. Pr∞. China-]apan ]oint Symp. : 87-90. 
武田和義・張 成林.1995.オオムギの蛍光変異体遺伝子 (frp)の伝達率と連鎖.育雑45(，sU 1) : 117. 
武恒 真・中崎鉄也.1994.六倍体ライコムギ系統Bronco90の染色体構成.育雑44(別2) : 176. 
武回 真・武田和義.1994. (ライコムギXパγコムギ) x ライコムギの正逆BCtF~世代で得られた安定六倍体
の染色体構成.育雑44(別2) : 130. 
武田 真・加藤淳太郎・武田和義.1995. コムギとオオムギの交雑に関する研究1.交雑率および染色体消失
の組合せによる差異.育雑45(別1) : 170. 
武回 真・武田和義.1995. コムギとオオムギの交雑に関する研究2.パンコムギとの交雑率に関する野生お





63 (別2) : 177-178. 





質に見られる特徴.育雑45(別1) : 279. 
呉 雄・長谷川克典・北野英己・武田和豊島.1995.イネ大黒型題性変異体におけるdm型表現力の変異性と遺
伝.育雑45(別1) : 98. 
呉 雄・小枝 剛・北野英己・武田和義.1995.イネにおけるdm型節間長比突然変異体の作出と形質発現の
特徴.育雑45(別2) : 253. 
張 成林・武田和義.1994.オオムギの深播耐性の地域および各種主要形質による変異.育雑44(別1) : 16 
8. 
彊成林・武田 真・武田和義.1995. コムギ属における粒のフェノール反応の変異.育雑.45(別 1) : 253. 
張成林・武田和義.1995.オオムギにおけるフェノール反応遺伝子の地理的分布と連鎖分析.育雑45(別2): 
160. 
Zhao， L.， Sun， ].， Liu， M. and Takeda， K. 1995. The analysis of the result of cereal crop introducing 

















































当研究所では研究報告として、大正5年(1916)より欧文誌“Berichte des Ohara Instituts fur land-
wirshaftliche Biologie， Okayama Universit出"(第20巻まで)を，また大正7年 (1918)より和文誌“農学
研究" (第62巻まで)をそれぞれ刊行してきた。
昭和63年4月，岡山大学農業生物研究所を岡山大学資源生物科学研究所と改名したことに伴い，平成4年
(1992) 3月より欧文誌と和文誌を統合し，誌名を“岡山大学資額生物科学研究所報告" (英名“Bulletin of 










ア ジ ア アフ リ カ 米 j刊 欧 州 豪 州
日本 678 南アフリカ 717メリカ合衆国 111 ドイツ 54 ユー ゴスラピア 10 オーストラリア 13 
中華人民共和国 16 ケニア 4プラジル 13 イタリア 36 スペイ γ 9ニュー ジー ラYド 4 
イγド 15 チュユジア 3カナダ 12 イギリス 36 ベルギー 8パプ7・ニ墨田ギニ7 1 
大韓民国 9エチオピア 1アルゼγチγ 12 チェコ， ロシア 7 
フィリピγ 7エジプト 1メキシコ 7スロパキア 29 フィ γラγド 7 
中華民国 9モロッコ 1キュー パ 6ポーラ Yド 22 デγマーク 5 
イγドネシア 5マダガスカル 1コロンピア 5オラ γダ 19 ポルトガル 4 
マレーシア 3アルジエリア 1ペルー 2ルーマニア 15 ギリシャ 3 
ベトナム共和国 2 グ7テマラ 1フラ γス 5ノルウェー 3 
麟民註船員共和国 1 コスタリカ 1オー ストリア 11 アイルラ γド 2 
タイ 1 チリ 1スウェー デγ 10 プルガリア
スりラ γカ 1 トりニダードトパゴ 1スイス 10 エストニア
ト_'vコ 1 スリナム 1.1、γガリー 8ラトピア
計 748 Z十 19 3十 173 言十 316 3十 18 


























































































































M.K. Walker-Simmons/USDA-ARS. Pullman. WA. USA/Wheat protein kinases that are regulated 
by environmental stress/1田5年6月28日






























J. S.Heslop-Harrison/John Innes白 ntre.岡山大学費諒生物科学研究所/Thephysical struc-

































































遺伝子解析特論 I 本吉線男 遺伝子解析特論 1 村田稔
形質発現特論 I 松本英明 形質発現特論 I 山本洋子
遺伝制御学特論 I 野田和彦 遺伝制御学特論 I 前川雅彦
植物遺伝資源学特論 I 武田和義 植物遺伝資源学特論 I 佐藤和広
生物機能解析部門
生物間情報認識特論 I 兼久勝夫(退官により1995年度は積木久明)
生物間情報認識特論 I 積木久明 代謝調節特論 I 







前回学憲 生態化学解析特論 I 青山照
村本茂樹 環境適応、解析特論 I 木村和義







生産環境開発学:水質管理学 青山煎 応用水質学 村本茂樹
生物生産管理学:雑草生態学 西克久
病原微生物機能学 井上成信 病原微生物分類学 前回学憲
昆虫行動生理学 兼久勝夫 昆虫栄養生理学
生物資源科学専攻
遺伝子科学 :作物育種学 武田和義 作物遺伝資源学 本吉総男





生産環境開発学:水質管理学 青山勲 応用水質学 村本茂樹
生物生産管理学:雑草生態学 西克久
病原徴生物機能学 病原徴生物分類学 前回学憲
昆虫行動生理学 積木久明 昆虫栄養生理学 積木久明
生物資源科学専攻
遺伝子科学 :遺伝制御学I 野田和彦 遺伝制御学I 前川雅彦
植物遺伝子解析学I 本吉徳男 植物遺伝子解析学1 村田稔
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作物育種学 武田和義 作物遺伝資源学 佐藤和広
生物機能開発学:生体物質生化学I 鈴木幸雄 生体物質生化学1 山崎良樹
生物機能調節学:植物栄養代謝生理学 植物養分輸送生理学中島進















































博士課程の修了者および在籍者数は，平成元年度修了者2名I 3年度2名I 5年度1名， D3 3名I D2 







修 士 課 程 博 士 課 程
終了年度
公務員 その他 公務員 その他民間 進学 民間
平成元年度 1 2(2) 
2年 2 1 
3年 1 2 2(2) 
4年 6 3 3(1) 3 
5年 2 2 6 4 1 
6年 10 2 5(1) 2 2 






































橋本 和典 生物体組織への金属蓄積に及ぼす陰イオγ界面活性剤及びコ Yプレキサγの影響
渡辺 修 同所的に生育する近縁なPoa嵐雑草の種生物学的研究














































































佐々木昌生:1995年度 Studyof Aluminum Toxicity on root growth in wheat.農学博士(課程)
青山 勲
(副査)
G問goryZ. Tanyileke:l994年度 FluidGeochemistry of C02-rich Lake and Soda Spring along the 
Gaeroon Volcanic Line， Cameroon.理学博士(論文)
岩層泰弘子:1鈎4年度.大気中粒子状物質の変異原性の変異原抑制.薬学博士(論文)









































所属 氏名 研究題目 研究期間 指導教授
遺伝情報発現部門岸本直樹遺伝子操作 平成4年12月1日 本吉徳男
遺伝解析分野 -5年5月31日





遺伝情報発現部門 岡本庄司植物アルミニウムストレスに 平成7年4月1日 松本英明
形質発現分野 対する応答反応 -8年3月31日
生物横能解析部門村団員ー アプラムシの寄主認識に 平成7年4月1日 積木久明
生物間情報認識分野 関する研究 -9年3月31日






















1.遺伝子のはたらき 岡山大学資源生物科学研究所 助手 坂本 E
2.遺伝子の担い手:染色体 岡山大学資源生物科学研究所 助教授 村田稔
8月27日{土)r環境と遺伝子j
3.環境ストレスと遺伝子 岡山大学資源生物科学研究所 助手 江崎文一
































































本吉線男/連合王国/1995年8月29日-31日/印th SEB Symposium "Unifying Plant Genomes: 
Comparisons， Conservation and Collinearity" 




村田 稔/アメリカ合衆国/1995年6月7日-12日/6thInternat. Arabidopsis Res.. Madison. Wisconsin 
坂本亘/アメリカ合衆国/1995年4月7日-24日/SixthInternational Workshop on Plant Mitochondria 
松本英明/アメリカ合衆国/1鈎4年7月17日-24日/Fi出hIntemational Symp叩iumon Geneti岱 and
Molecular Biology of Plant Nutrition 
山本洋子/アメリカ合衆国/1994年7月17日-24日/FifthIntemational Symposium on Genetics and 
Molecular Biology of Plant Nutrition 
江崎文一/アメリカ合衆国/1994年7月17日-24日/Fif出IntemationalSymposium on Genetics and 
Molecular Biology of Plant Nutrition 
馬建鋒/アメリカ合衆国/1鈎4年7月17日-24日/FifthIntemational Symposium on Genetics and 
Molecular Biology of Plant Nutrition 
野閏和彦/網走/1995年7月2日-7日/7thIntemational Symposium on pre一Harv邸tSprouting in 
白四als
前川雅彦/筑波/1995年1月24日-26日/Japan-U.S.A. Workshop on "Modification of Gene 
Expr，回sionand Non-Mendelian Inheritan句"
前川雅彦/フィリピγ/1鈎5年10月16日-20日/3rdIntemational Rice Genetics Symposium 
且原真木/アメリカ合衆国/1鈎4年7月17-24日/5出IntemationalSymposium of Genetics and Mole-
cular Biology of Plant Nutrition 




鈴木幸雄/アメリカ合衆国/1鈎5年2月15日-1鈎5年2月21日/The2nd Intemational Congress on Vita-






青山煎/チリ/1鈎5年5月5日-19日/The7th Intemational Symposium on Toxicity Assessment 




青山勲/つくば/1伺5年10月22日....27日/τ'he6th International Conference on the Conservation and 
Management of Lakes-Kasumigaura' 95 
岡村秀雄/つくば/1伺5年10月22日....27日/The6th International Conference on the Conservation and 
Management of Lakes-Kasumigaura' 95 
置本敬/つくば市/1995年7月24日....28日/15thAsian-Pacific Weed Science Society Conference 
佐藤和広/網走/1995年7月3日...7日/第7回国際穀物稿発芽シγポジウム
武田和義/中国/1994年11月3日...5日/China-]apan joint symposium: Impacts of salinization and 


































David B. Stern/アメりカ合衆国/BoyceThompson Institute for Plant Research， Cornell University 
/1995年7月17日--8月9日/遺伝子解析
Eric E. Roos/アメリカ合衆国/USDA-ARS，National Seed Storage Laboratory/1995年10月8日--20日/
遺伝子解析




M.K. Walker-Simmons/USDA-ARS， Pullman， WA， USA/1995年6月26日--7月10日/遺伝制御
















W. Block/連合王国/NaturalEnvironmental Research Coucil/l994年6月28日--10月1日/生物間情報
認識
Ir.E. Sant儲 a/イγドネシア/PadjadjaranUniversity /1鈎4年 9月7日/生物間情報認識













]. ~ilveira/キューパ/農業研究所/1995年 9 月 5 日/大麦系統保存施設







































年度 和書 洋書 全所蔵冊数 年度受入冊数
平成3 69，011 81，615 150，626 1，265 
平成4 69，519 82，2侃 151， 725 1，099 
平成5 69，邸2 82，773 152，625 鋭)()
平成6 70，476 81，243 151，719 1，254 除籍実施








「怖tureJ(1870年創刊)， rSci印刷 (1翻ー1894)， rScience.N.S.J (1朋5年創刊)などまとまって所蔵























和 洋 Z十 和 洋 it 
平成3 97 131 228 876 601 1，477 1，705 9，881 
平成4 97 130 227 802 478 1，280 1，日7 9，921 
平成5 97 130 227 828 4的 1，317 1，544 9，9部
平成6 95 125 220 845 488 1，333 1，553 9，981 
























諸設備を整え，学内LANを通じての附属図書館のCDサーバー (MEDL1 NE等の検索)，およびイ γター






年度 NACSIS-IR UTOPIA TOOL-IR/ORION計(件)
平成3 19 13 未接続 32 
平成4 5 39 19 63 
平成5 2 20 4 26 
平成6 10 37 15 62 


























































































































































































































































































































歳 入 科 目 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
千円 千円 千円 千円 千円
授業料及入学検定料 24 加8 977 1，774 879 -・ -_._--------------------F・・・，・ー・・・・ー・ ..噌唱酔・凶咽炉開・------・・ー・ーー-ー..・ー ・.・._--------.・ー・-------_.・.
授 業 料 585 454 1，008 598 
入学料及検定料 24 223 258 485 27 
講 習 料 265 281 254 
雑 収 入 21，770 21，149 31，060 30，555 32，的6司----ー・-_----ー---------・・ -・・..・------.-_噌ー・--------_--_.・事噌咽ー噌ー・・・ ・ー -ー--------- -ー-----.-_-・+ー・
用途指定寄附金受入 11，055 10，445 21，665 17，296 20，103 
受託調査試験等収入 8，480 8，568 6，751 10，380 10，594 
農場及演習林収入 1，840 1，732 2，211 2，541 1，870 
刊行物等売払代 348 3錦 370 337 339 
不用物品売払代 47 6 63 1 
雑 入
計 21，794 21，957 32，037 32，329 33，785 
②歳出
支 出 科 目 |平成3年度|平成4年度|平成5年度|平成6年度|平成7年度
| 千円| 千円| 千問 千円| 千円
研 究所 I 582，912 I 印3，946 I 侃6，538 I 619，335 I 616，340 
人件費 I 391，429 I 422，761 I 424，9倒 I 433，639 I 426，1詔
物 件費 I 191，483 I 181，1邸 I 241，544 I 185，ω6 I 190，202 
. .煙--- -ー ~整一一ー戸一一ー 萱ー...l…------ι49空ー.1.ーーー}?~!.~~..1...ーーータ'.~~?..J一一ーーー.竺，.均一.L....?~月f旦号一
施設施工旅費 I I I 2∞I 55 
施設整備費 I 6，499 I 120，969 I 46，892 I 招，533I 249，139 
国立学校 I 21，385 I 20，225 I 36，003 I 31，881 I 63，758 
物件費 I 21，385 I 20，225 I お，003I 31，881 I 63，758 















































































構の解明の紹介(英文)19倒 Vol.76 No. 11 
Review of Appli吋 Entomology(SeriesA) . 
オオムギの赤カピ病抵抗性系統の検出探索法の
紹介(英文)19鈎 Vol.60，No.4と1990Vol.ω， 
No.12 P)ant Breeding abstracts. 
オオムギのアプラムシ抵抗性要因としてのグラ
ミYについて(英文)1991 Vol. 78， No.2 
Review of Applied Entomology(Series A) . 
文部省特定研究成果報告書(参照1992.3)




















































A seQuential manometric techniQue for 
assessing the toxicity of chemical mixtu-
res.Env. Tox. Wat.Quality 10(2) ，151-156 
Effect of iron forms on the growth of 
musty可 dor producing cyanobacteria. 
Water Osaka' 95 IWSA.284-2邸
-82ー
3)外部資金導入状況
区分 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
事項名 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
~且‘- 託 研 究 3 8，ω7 3 7 ，ω~ 2 6，751 3 10，袋lO 4 10，4加
奨学寄附金 8 11，055 7 10，姐5 15 21，665 13 17 ，~泌 18 20，103 
計 11 19，152 10 17，528 17 28，416 16 27，676 22 羽，日3
4)科学研究費補助金受入状況
研究 (1) (機関分)
平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千門
重点領域研究(2) 1 2，笈xl 2 4，αxl 
一般研究 (8) 3 7，500 3 3，叙)() 1 1，2∞ 1 6，1∞ 
一般研究 (C) 5 3，伺O 6 6，4∞ 8 8，ωo 9 9，α)() 8 7，α)() 
奨励研究 (A) 2 1，卯O 3 2，7∞ 2 1，鋭)Q 3 2，鋭)()
奨励研究岡 2 1，7∞ 
試験研究 (8) l 4，9∞ 
言十 11 15，500 9 10，α)() 12 12，加O 11 10，鋭)Q 17 26，6∞ 
研究 (2)(研究代表者・分担者分)
平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
重点領域研究(1) 2 3，700 l 2，7'∞ l 3，4∞ l 3，500 l 3，筑xl
総合研究仏) 2 710 2 4印 2 1，075 2 1，ωlO 
特定研究 (1)
試験研究 (8) 1 1，α)() 1 670 1 50 
(代表者)
総合研究仏) 1 9，3∞ 1 8，1∞ 1 7，1∞ (8，625) (7，お0) (6，筑Xl)
試験研究 (8)(1) l 9，700 (2，053) 
特別研究員奨励費 1 1，100 





平成6年10月 資源生物科学研究所資料館新営 RC-3 6 7 7 m' 
2 研究機器の整備状況
研究用設備
購入 規 格 金 額 納入 供用部署 備 考c 目 年月日年度 ロ
千円
6 高速液体クロマトグラフ質 側目立製作所製 38.533 7.3.20 生態化学解析 特別設備費量分析システム M-12∞H 他
キャピラリー電気泳動シス 米国ベックマン社製 8.232 7.2.28 代謝調節 一般設備費1/ テム P/ACEシステム5010 他
走査型電子顕微鏡 日本電子欄製 11.000 7.3.30 大麦系統保存施設 11 1/ ]SM-5310LV 他
7 放射線・発光イメージ画像
米国バイオ・ラッド ラボラトリー ズ社銀
48.0∞ 8.3.15 病態解析 特別設備費解析システム モデルGSー お3 他
ゲノム変換システム 独国カールツ 7イス社製 59.946 8.3.19 遺伝子解析 仰1/ PALMシステム他
個物環境反応実験計測シス 側日本医科器械製作所製 12.422 8.3.26 環境適応解析 1/ 1/ テム LPH-l∞ONCR(S) 他
環境訴料抽出分離分析シス 米国ISCO社製
32.6∞ 8.3.28 生懸化学解析 M 1/ テム SFEシステム2130 他
生態毒性検出分離分析シス 米国マイクロピックス社製 43.981 8.3.15 1/ 1/ 1/ テム マイクロトックスモデル5∞他
タYパク質・アミノ酸分離 日本電子側製
41.238 8.3.28 生物間情報認識 1/ 1/ 分析システム JLC-5∞IV他
万能光学顕微鏡システム 独国カールツ 7イス社製 5.180 8.2.29 遺伝制御 一般設備費1/ Axioskop 他
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